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腸チフスワクチン接種免疫に繁りろ血漿並びに

副腎中Chem・c・rtic・i臨其他の消長1こ就いて

金沢大学医学部日置内科教室（主任　日置教授）

．山　　崎　　雪　　夫

　　r賜腕0　ぬ鵬α8α腕

　　（昭和29年11月11日受口）

緒

　近来下垂体副腎系の生理に関する知識が大い

に進み，之を中心とする業績の続出を見てい

るが，之一は内分泌製剤たる　ACTH，或は

Hydrocortisone等の供給が容易に行われるに至

ったためであることを否み得ないと思う．

　斯くして上記諸製剤を軽挙の条件に於て投与

し，その生体に及ぼす影響が検討されたが，冤

疫学的領域に於ては近時薄粥物質の補給が抗体

産生を促進すると言う業績を散見する．

　例えば羊血球を以て家兎を冤疫し，その溶血

素を目標として抗体産生1伏況を淋巴球との関

係に於て観察せるChase　and　Dougherty　1）l

Dougherty　and　Wheite　2）3　Harnmond　and　Novak

3）及びRoberts　and　Wheite　4）の実験に予て，

ACTH，：或いは副腎皮質ホルモンを投与された

家兎は対照に比し高い抗体価を有したと報告さ

れ，叉深瀬及び勝田5）は組織培養法により，

Cort｛sOneは抗原接種：後早期に一時的に抗体産

生を著しく増強する作用を示し，それは氏の淋

巴節抽出液に見出した抗体産生促進因子（App），

並びにCortisOIleが淋巴節を破回すると言う事

実と一連の関係を有するものの如く考えられる

と言っている．併しACTHやCortlsoneが斯

く抗体産生を増強すると言うことには多くの反

対意見もある．例えばBjφrDeboe，：Flschel

and　Stoerk　b）；Caniggia　und　Cfllag】la　7）5　Carrere

and　Foux　8）3　Dougherty　9）3　：Ffsche1，　Vaughan

言

and　Photopoulos　lo）l　Germuth，　Oyama　and

Wheite　ll）；Havens　and　Scha郡er　12）l　Moeschlein，

：Baguella　and：Bague1、a　13）及びRamo11，　Richov，

ThierソaDd　GerbeaUx　14）の成績が夫である．

　然るに一方Criep，　Mayer　and　l・・zaDo　Men一

ぐhaca　15）l　Herbert，　deVIies　16）3　Hahn，　Houser，

RammelkaDap，　Denny　and　Wa、nDemacker　17）；

Havens，　Schaf俺r　and　Hophe　18）；　Lewnmd

Vroclanc　19）l　Mogabgab　and　Thomas　20）；Osgood

and　Fa，v・our　21）3　Scheif衙th，　Tegler　uDd：Berg　22）3

Thorn，　Forscharn，　Framley，　Richardson，　M．

Roche，　Staehelill　and　Wilson　23）及びdeVaries

24）の如く，ホルモン作用の二相性，乃ち最初抗

体産生を増彊し，後その減蓑を来すことを認め

んとする研究者も甚だ少なくはない．

　何れにせよ併し以上の業績は，下垂体副腎ホ

ルモンを故意に比較的大量に投与してその冤疫

休産生に及ぼす影響を見たものであり，恐らく

生理的にもその様な関係が存するであろうとと

を推論したものに過ぎない．

　果して抗体産生に際して，下垂体副腎系機能

が如何様に賦活せられるであろうか，之を抗体

産生時に於ける下垂休副腎自身の側から検討し

た業績は甚だ寡V・ように思われるので，本丈に

於て著者は，回りに暫く腸チフスワクチン接種

による凝集素産生を目標とし，副腎並びに血漿

中のChemocorticoids，其他の含量測定を行つ
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て前記の問題に関する些かの解答を求めんとし
：た．

　蓋し今・日Chernocorticoidsとして測定の対象

となる分劃は体液若しくは組織の破砕エマルジ

ョンをクロロホルムなり，酷酸エチールを以て

抽出し，よく之を水洗して，然る後その抽出物

をベンゼンに転溶し，之から水易溶の物質を捕

捉するものであって，当分劃において例えば特

定の還元性を発揮し，或V・は過ヨード酸酸化に

よリフォルマリンを発生する等の性質を有する

ものは所謂Corticoidsの如き化学的に頗る限定

せられた物質に外ならねのであるから，定量的

に後者の中の更に一小部分を占めるに過ぎない

僅微量の皮質ホルモンそのものを，而も小動物

材料に於て測定することの猫頗る困難な今日，

上述のChemocorticoids測定を行って副腎皮質

機能の一班を窺わんとすることは，其方法が至

極適当であると決して考えられないにしても，

亦吾々に有力な示唆を与えるであろうことは疑

いを挾み得ざる処である．

　而うして更に本報告では前記Chemocorti（dds

測定の分劃を分離するに先立って，血液及び副

腎のアルコール抽出液を減圧乾燥せしめ，大部

分の燐脂質を除去せる後クロロホルム溶液を作

製し，之より水抽出を行いたる時の，その水

溶液中に移行せる所謂フォルマリン生成物質を

測定する所があったが，それらはCorticoidsに

属せす，未だ本態を詳かにしないとは言え，各

種の疾患において特異なる増減を営むヒとが吾

々によって経験せられているので，所謂Chemo－

coτticoids測定と同時に之を行うととは時宜

を得たものであり，叉必ずや何等かの新知見を

付与するであろうヒとが予期せられる．

実　験

　1）腸チフスワクチン接種方法

　ワクチン調製

　腸チフス菌No・58株（：Boxhi11株）を2・5％寒天

培養基の耕面に20時間培養し．その0・05mg乃至2mg

を1cc生理的食塩水中に含有するが如く懸濁し，56。C

30分間加熱殺菌したものを使用した．

　ワクチンの接種

　a）モルモヅトに於ける場合

　体重350～4709のモルモットを使用し，町頭に第

1回0・1mg，第2回0．2mg，第3回0・4m9，第4回

0・8mgの上記ワクチンを毎4日に腹腔内接種した．

　b）家兎に於ける場合

　体重1・9～2・5kgの家兎を使用し，1群には各羽に

第1回0・05mg，第2回0・2mg，第3回0・4mgの同

上ワクチンを毎7日に2～3箇所に分けて皮内接種す

ると共に，他の1群には第1回1mg，第2回2mg，

第3回4mg，第4回8mgを毎5～3日に静脈内接種
した．

　2）凝集反応検査

　試獣の心臓血3ccを探聴し，型の如く血清を分離，

倍加法により之を実施した．

　Vi抗原としてはSarlnonella　ballerup，　II抗原とし

方　法

ては：Kau舳annのH901株，　O抗原としてはKa研

mannの0901株を使用，夫等の塞天斜面菌液を型

の如く作り，0・5％にフォルマリンを加えて，氷室に

保存した．

　3）Chemoeorticoids，其他測定法

　試薬：　a）溶媒

　　1）アルコール＝局方アルコールを脱アルデヒー

　ドする．即ちアルコール1立につき50％苛性ソーダ溶

液5cc及び亜鉛末59を加え，％時間還流冷却器を付

　して煮沸，後干労する．

　　2）アセトン：純品．

　　3）飽和塩化マグネシウム・アルコール溶液

　　4）クロロホルム：市販のクロロホルムを％量の

N／10過マソガソ酸カリ溶液にて洗溝すること3回，

最後に蛇目留水で数回洗腺，蒸鯉，芒硝で睨水する．

　　5）ベンゼン・純品．

　　6）石油エーテル：　蒸渇水にて洗心し，後歯鱈す

　る．

　　b）フォルマリン生成物質測定用試薬

　　7）過ヨード酸試薬：　0・25mo1硫酸100ccに690

mgの過ヨード酸カリを溶解する．

　　8）塩化錫試薬：2・89の塩化錫を20ccの加熱し
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た濃塩酸に溶解し，80ccの蒸鰭水を加える．これは

測定の都度新製する．

　9）Chromotropic　acid試i薬：0・159のChromot－

ropic　acid（1，8－Dioxynaphthalindisu】Fonic　acid）を

2ccの蒸門門に溶解し，濃硫酸48ccを加える．測定

の都度新製する．

　10）3mo1硫酸

　g）一還元物質：測定用試薬

　1工）一一炭酸ソーダ：無水炭酸ソーダの2％液を用い

る．

　12）フェリチアン加里溶液：0・2％のものを用い

る．但し予め塩化第二鉄牛を加えて何ら青色を呈する

ことなきを確かめる．

　13）塩化第二鉄溶液：純：塩化第二鉄結晶を0・2％

の割合に3％の酷酸液に溶解せしめる．

　実　施

　a）抽出方法：血液の場合

　1）血漿分離：充分に腕脂，水洗して後乾熱滅菌

せる20cc注射筒に一定量の3・8％クエy酸ソーダ溶

液を予め探り，二子の心臓より一・定の目盛迄採血，但

しモルモットの場合に3頭の血液を合せて測定に供

し，即ち之を遠心して血漿を分離した．

　2）アルコールによる抽出：上記血漿8ccを40cc

のアルコール申に滴下，よく混じて後遠心して上清を

分ち，沈重物には10ccのアルコールを加えて掩搾，

濾液を前記上清に合す．る．然る後抽出液を長柄の蒸鰹

コルベンに入れ，50。C以下で減圧蒸生し，内容を全

く乾燥せしめる．

　3）アセトンによる抽出及び燐脂質の除去：前記

抽出物質をアセトンで振盤，牙彫抽出して小遠心管に

とる．この際ガラス棒を用いて管内を摺り，抽出を完

全ならしめる．更に小量のアセトンを用いて残渣を洗

源，之を前記抽出液に合する．使用せるアセトンの全

量：は8ccである．之に飽和塩化マグネシウム液を10滴

滴下混和し，0。Cに30分聞放置，後遠心して上清を短

柄の蒸鯉コルベソに入れ，回附蒸鰹する．

　4）クロロホルムによる抽出。家いで水による抽

出：前記アセトン抽出物を乾燥，クロロホルムに溶

解する．殆んど不溶分はない．芒硲にて腕水する．使

用せるクロロホルム全量は5ccで，之を共営の遠心管

に牧容する．之に蒸野水4ccを加えて3分一振盤，水

分劃を分離する．之を2回繰返し，第1回，第2回の

水分劃を合して（以下CW分劃と略す）その4ccを

酸化，2ccを還元，後述の呈色反応に供した．

　5）ベソゼソによる抽出・i欠いで水による抽出：

前記クロロホルム層を芒硲にて睨水，眞室蒸鰹に付

し，残留物をベンゼン1ccに溶解，之に石油工Pテル

1ccを加え，蒸鰹水を3cc用いて3分聞振盤，水分劃

を分離する．之を2回繰返し，その両者を合して（以

下：BW分断と略す）前記同門後述の呈色反応に供し

た．

　副腎の場合

　此の場合は家兎及びモルモットにおいて副腎を取扱

つた．即ち野獣を屠殺するや直ちにその副腎を取出

し，重量を秤量，後之を丹念に磨り潰す．次いで始め

，ユ5ccのアルコールを加えて混和擬搾，遠心管に移す・

更に乳鉢を5ccのアルコールにて洗い，先の遠心管に

移し，遠心して上澄を分つ．沈重物には更に5ccのア

ルコールを加えて撹凹凹心して，．競に両上澄液を合す

る．後の操作は凡そ血漿における場合に同じ．但し加

うべき鰹和塩化マグネシウム液を20滴とした．

　b）フォルマリン生成物質：測定法

　過ヨFド酸試薬による酸化：前記CW，　BW分劃

の夫々4ccに過ヨード酸試薬0・5ccを加えてよく混

じ，30分間25±1。Cの水浴申に保ち酸化を行い，：塩

化錫試薬0・5ccを加えて酸化を止める．

　生成フォルマリンの蒸鱈及び呈色：前記反応液を

小蒸瑠フラスコに移し，酸化に用いた小試験管は3mol

硫酸0．5cc，次いで0・5ccの蒸鯉水で洗い，何れも

之を蒸鰹フラスコ内に投ずる．他方蒸餓受の小試験管

に予めChromotropic　acid試薬3ccを入れ，蒸鰭器

に接続せる毛細管の尖端が試験管内に位するようこれ

を保持し（試験管は冷却のための水を入れた短いガラ

ス円筒中に入れる），蒸鰹を開始，凡そ7cc迄蒸鱈す

る．次いで小試験管を100。Cの沸野水に30分間望め

て発色せしめ，（試験管開花部を笹野で蔽う）後冷却

して直ちに比色計にかける．

　比色の対照液としては蒸負留水4ccに酸化試薬を加

え，同様処理したものを用いた，

　比色定量：比色に際しては日立製光電比色計に縁

った．フィルターY：Bを使用し，比色計の読みの逆対

数より宙検：の読みの逆対数を差引いた値に，吸光度係

数242を掛けた値によりCorticoids其他の量を表わ

　した．

　爾盲検としては，前記試薬のみを同量使用し，全く

前記同製にしてこれが吸光度測定を行った．

　　c）蓮元物質測定法

　前記CW，BWの各分断を各々2cc試験管に探り，
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之に0・2％炭酸ソーダ溶液及び0・2％フェリチアン加

里溶液を各々0・5cc加え，軽く振盤，混和後，ユ00。C

の湯浴申で10分間加熱，後流水中で2～3分間冷却す

る．

　冷却後塩化鉄液0・5ccを加え軽く雨冷，混和，呈色

せしめる．15分間之を放置した後，全量を7ccとな

し，直ちに光電比色計にかける．比色定量の操作は，

前記光電比色計に鴨り，叉その際のフィルターはRを

使用，比色計の読みの逆対数より盲検の読みの逆対数：

を差引き，吸光度係数80・6を掛けてその値により還

元物質の量を表わした．

　比色の対照液としては，坐客水2ccに前記試薬同量

を加え，同様処理したものを用いた．又盲検：としては

前記試薬のみを同量使用し，前記同檬に処理して之が

吸光度測定を行った．

実　験　成績

　1）血漿中のChemocorticoids，共他含量と凝

集素との関係

　家兎及びモルモヅトに上記の如く腸チフスワ

クチンを接種して，夫々凝集素の増生を来せる

時期に於て試獣の心臓より採血し，士分劃に於

けるフ分ルマリン生成物質量並びに還元物質量

を測定，次の諸成績を得た．

　a）ワクチンを家兎に皮内接種せ’る場合

　第1表に示す如く，各羽共凝集価の上昇に件

って血漿沖のフォルマリン生成物質量の明かな

増量を認め，且つ凝集価の高いもの程フォルマ

リン生成物質量の上昇が著明に認められた．即

ちCW分劃に於けるフォルマリン生成物質量

は，第2回ワクチン接種後2日目，4羽の家兎

に於て接種前に比しNo．1は十20．4％，
No．2は十34．4％（以上共に凝集価Vi　1：640，

0　1：320，　H　1：640），No．　3　レよ　一・9．6％（凝集

価Vi　1：320，01：80，　H　1：320），　No．4は

十20．7％（凝集価▽i1：640，01：160，　H　1：3

20）の上昇率を示し，叉第3回ワクチン接種後

第1表　腸チフスワクチン皮内接種：家兎の血漿に於ける

　　　　　　Chemocort三coids其他1貝1定値

家兎番号
接　　種　　前

N・…1・・「・・i・・

第2回接種後2日目

・■・・1・・i・・

第3回接種後7日目

・・12・1・・1・・

薩（・g）i2・・12・・12・・12・1｝／1／i／1／12・212・212・412・3

血
清

凝
集
価

フン
ォ生

ル成
マ物
り質

mg／dl

Vi

O

H

CW
分劃

：BW
分i劉

1：0

1：0

1：0

0．859

0．0

1：0

1：0

1：0

1：0

1：0

1：0

。．5781。．85、

0．0 0．0

1：0

1：0

ユ：0

0．920

0．0

1＝640

1：320

1：640

ユ．035

0．0

・・64・
P・・32・

1：器躍

0．780

0．0

0．769

0．0

1：640

1：160

1：320

1．111

0．0

1：3200

1：960

1：3200

1．211

0．0

1：3200

1：960

1：3200

1：2560

1：480

1：1280

1．111　0．875

0．0 0．0

1：3200

1：640

1：2560

1．267

0．0

7日目，家兎：No．1は十40．9％，　No．2は

＋92．2％（以上共に凝集価Vi　1：3200，01：9

60．H1：3200），：No．3は＋2．8％（凝集価Vi

1：2560，　0　1：480，　H　1：1280），　No．　4　は　十

37．7％（凝集価vi　1：3200，01：640，　H　1：25

60）の上昇率を示した．

　：BW分劃に於けるフォルマリン生成物：質量乃

ちChemocorticolds量は，ワクチン接種の前後

共測定材料7～8ccの血漿では測定可能の範囲

を脱したためにその消長を明かにすることは出
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来なかった．

　b）ワクチンを家兎に静脈内接種せる場合

　実験を2回繰返した．第；1回実験は第H表に

示す如く，No．1～4は前記ワクチン早耳の場

合よりも凝集価の上昇，特にCW分戦中のフォ

ルマリン生成物質量の増加共に甚だ著しく認め

られ，それは凝集価の低下に件って次第に再び

減量する傾向を示した．即ちCW分劃中のフォ

ルマリン生成物質量は，第2回ワクチン接種後

2日目，家兎No．1は十3L9％，：No．2は：

十46．8％（以上共に凝集価Vi　1：400，01：160

0，　H　1：1600），　No．　3　は　十38・5％，　No．　4　は

＋30．8％（以上共に凝集価VfI：200，01：160

0，HL1600），第4回ワクチン接種後7日目，

No．1は十72．2％，　No．2は十59．7％（以

上共に凝集価Vi1：800，0116400，　HI：640

0），No．3は＋121．1％（凝集価Vi　1：400，

0　1；6400，　H　1：12800），　No．　4　は　十74．1％

（凝集価Vi　1：400，一〇1：6400，　H　116400）の

上昇率を示したが，第4回ワクチン接種後28日

第II表　腸チフスワクチン謬脈内接種家兎の血漿に於ける

　　　　　　　Chelnocorticoids其他測定値

家兎番号
接　　種　　前

N・…12・13・1・・

第2回接種後2日目

・・12・13・［・・

第4回灘後7開1灘騰種
1・12・13・1・…　2・

魎（kg）12・・12・・1エ・gi2・・i／1／i／i／！2・・12・・11・gi2・112・112・2

血
清
凝
集
価
フン1

自生

ル成
マ物
リ質：

mg／d1

Vi

O

H
CW
分劃

：BW

四二

1：0

1：0

1：0

0．752

0．0

1：0

1：0

1：0

0．641

0．0

1：0

．1：0

1：0

0．451

0．0

1：0

1：0

1＝0

0．541

0．0

1：400

1：1600

1：1600

0．992

0．0

1：400

1：1600

1：1600

0．941

0．0

1：200

1：1600

1：1600

1：200

1：1600

1：1600

。．6251。．7。8

0．0 0．0

1：800

1：6400

1：6400

1．295

0．0

1：800

1：6400

1：6400

1．024

0．0

1：

1：6400

1：12800

4CO@・400

0．997

0．0

1、64。。1：2認

　　1
1：64001：200

　　8
0’941 P．841

1：ユ00

1：400

1＝800

0．704

0．0 0．0　0．0

目に，凝集価の下降に絆い，：No．1は接種前に

比し十11．8％（凝集価Vi　1：50，01：200，　H

1：200），：No．2は十9．8％（凝集価Vi　1：100，

01：400，H1：800）と上昇率の下降を来した．

　而して：BW分門中の’：FC量は，ワクチン

接種：の前後共測定材料7～8ccの血漿では測定

可能の範囲を脱したためにその浩長を明かにす

るヒとは出来なかった．

　：第2回の実験は第III表に之を示している．

No・5～10は凝集価の上昇に件って，　CW早酢

中のフォルマリン生成物質量は一時減少を来し

前回に於けるような増量は認められなかった．

即ちCW分劃中のフォルマリン生成物質量は，

第2回ワクチン接種後2日目に，No．5は一

42・3％，No・6は：一17．2％（以上共に凝集価

Vi　1；200，01：1600，　H　1：1600），　N（L　7は一

33．3％（凝集価vi　1：200，01：3200，　H　1：16

00），No．8は一31．7％，　No．9は一42・8％，

No．10は一49．2％（以上共に凝集価Vi　1：2

00，01：1600，H1：1600），而うして第4回ワ

クチン接種後7日目に，No．5は十4．1％，

：No．6は十28．5％（以上共に凝集価Vi　1：400，

01：6400，H116400），　No．7は十25．2％，

No．8は十10．4％（以上共に凝集価Vi　1：400，

0　1：6400，　H　1：12800），　No．　9　　は：　十1．1％

（凝集価Vi　1：400，01：6400，　H：1：6400）の上

昇率を示した．尚No．10は第2回ワクチン接

種後2日目の採血後約1時聞にして死亡せした

め経過を追及し得なかった．

　次》・で：BW分聯弾の：FC量は，第；2回目ク

チン接種：後2日目，乃ち前記の如く凝集価の上

昇を来せる時期に於て，格別増量を来した模様

【15】
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　　　弓
蝦1尺十二蕊
　　　　自

もなく，各羽共測定の範囲を脱し，フォルマリ

ン生成物質としては測るヒとは出来なかった．

　次いで第4回ワクチン接種後7日目に於
’て＝，　No．　5　は0．045m9／d1，　No．6　は：0．024

mg／d1に相当する量の出現，　No。8は殆んど

変らす，No．9は0．072m9／dlの出現を示

したので全般的にはその増加が認められたの

であるが，接種前にも0．028m9／dl位は～これ

を証している場合があり，ワクチン接種：に依

って確かに増量したものと認め難い．

　現に本実験では同時に本分劃に就て還元

法に依る測定を実施しているが，之では接種

の前後に変動があったとは見るととが出来な

い．尚之丈の還：元値を呈するものが17－oxy－

corticoidsであればフォルマリン発生も測定

可能の範囲に行われる訳であるが，そのヒと

を見ないのは血漿中に夫以外の物質が本分劃

に移行したととが知られる．猫前回の実験で

全然フォルマリン生成物質を証することがな

く，本実験で之を証し得たととは，特に実験

に於て愼重を期し，盲検を差引いて痕跡に認

め得る物質の量を一応計上して見た為であ
る．

　兎に角筆だ微量であるので正確なととは材

料の増量に於て測定が行われるべきであろ
う．

　猫還元法はCW分劃に：就いても行われた

が，之ではワクチン接種の前後に増減が判然

しない．少なく共犯にフォルマリン生成物質

として増量を示したものは還元性のないもの

であろうと思われる．

　c）ワクチンをモルモットの腹腔内に接種

せる場合

　探血：量の関係から試獣3頭より5cc宛の血

液を夫々集めて同上の如く定量を行った．

　成績は第IV表に示す如く，凝集素産生度

は低かったがcw分雪中のフォルマリン生成

物：質量は此の場合には明らかに増量を呈し

た．即ちCW分団中のフォルマリン生成物質

量は，第4回ワクチン接種後7日目に，対照に

比して約＋25・1％（凝集価01：0，H1：200）

の上昇率を示した．BW分劃中の：FC：量所謂

【16】
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Chemocorticoidsの含量は，ワクチン；接種後7

日目に，上記凝集価を示すと共に，対照に比し

て明らかに上昇を示したが，本分劃のFC量は

痕跡に認め得るもめを一応計上して見たもので

あり，正確なことは材料の増量に於て測定が行

われるべきであろう．

第IV表　腸チフスワクチン腹腔内
接種モルモットの血漿に於ける

　Chemocorticoids其他測定値

照
ワクチン
接　　種

和れたと同様な血液量採取を行って値の変動を

検討した．その結果は第V表に示す如くで探血

の前後に意義ある変動を認めなかった．

　第V表弓手の血漿中Chemoぐorticoids
　　　　　其他の浩長に及ぼす影響

モルモット

番　　　号

．対

N…～31N・・4～61N・・7－9

李糟重i456 460 376

血凝
　集
清価

0 1：0

1＝0

1：0

1：0

1：　0

家兎番号

フソ
オ生

ル成
マ物
リ質

mg／dl

H

CW
分劃

：BW

分劃

0．715

0．042

0．891

0．034

第1回
No．1 2

第1回後
7　頭目

・12

第2回後
7日目

体（k9）馴2・・

フン
オ生

ル成
マ物
リ質

mg／dI

CW
分劃

BW
分劃

0．752

0．0

・12

1：200

1．006

0．062

2・・1／図2・2i2・2

　　l　　l
O．8550．7940．914

　　1　1

0．0 0．0 0．0

　　i
O．8550．874
　　1

0．0 0．0

　d）採血の血漿中　Chemocorticoids，其他の

消長に及ぼす影響

　ワクチン接種の試獣血漿中の　Chemocorti－

coids，其他に及ぼす影響として前記の如き結果

を得たが，何分動物にとってその採血量は決し

て僅少とは言えないので，そのととの：影響を知

らんと欲して，次に健常な家兎に於て試験に行

　II）副腎中のChemocorticoids含量，其他と

凝集素との関係

　本試験には家兎及びモルモットを使用して，

上記の如く腸チフスワクチンを家兎では静脈内

に，モルモヅトでは腹腔内に接種し，夫々凝集

素の増生を来す時期に於て，試獣を屠殺し，直

ちにその副腎を取出し，Chemocorticoids量，

其他を測定し，次の成績を得た．

　即ち家兎副腎に於て：，その墨取は第4回ワク

チン接種後7日目に行われたが，CW平臥申の

フォルマリン生成物質量は第VI表に之を見る

カロく，　No．　5　・カミ　十36．2％，　No．　6　1カミ　十74．1

％（以上共に凝集価　Vi　1：400，0　1：6400，

H　　1：6400），　No．　7　rカミ　十83．1％，　No．　8　カミ

第VI表　腸チフスワクチン静脈内接種家兎の副腎

　　　に於けるChelnocorticoids其他測定値

家兎番号

体　　　重
　（kg）

副腎重量
　（9）
血
清
凝
集
価

フソ
心計

ル成
マ物
リ質：

mg！dI

Vi

O

H

CW
分野

BW
分劃

対 照

N・…【・2 13

2．1

0．42

1：0

1：0

1：0

28．88

1．38

1．9

0．32

1：0

1：0

1：0

30．00

2．18

2．2

0．38

1：0

1：0

1：0

25．45

1．71

脈 内 接　　種

5 6

ユ．8

0．38

2．0

0．30

・・4・・11・4・・

1：6400　　1：6400

1：6400　　1：6400

38．25

0．85

48．95

2．06

7

2．0

0．46

1：　400

136400

1：128GO

51．49

1．26

8 9

2．2

0．46

2．0

0．32

1：　　400　1：　400

1：　6400　1：6400

1：12800　1：6400

45．26

1．95

40．97

0．93

ユ0

2．5

0．64

1：200

1：1600

1：1600

27．02

0．0
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＋51．1％（以上共に凝集価Vi　1：400，01：64

00，H1：12800），No．9が十45．7％（凝集価

Vi　1：400，01：6400，　H　1：6400）の上昇率を

示し，夫は実に著しい増量であった．副腎重：量

そのものは全般に余り変らぬ．唯No．10は第

2回ワクチン接種後2日目の探三時にショック

を来し闇もなく死亡したもので，之丈が増減が

なかった．

　然るにBW分劃中の：FC量即ちChemocorti－

coids量は，全体を通じて健康時と余り大差な

く，唯No．10の採血時にショック死を来した

ものに於てのみ，極度に減少して測定可能の範

囲を途に脱した．後者に関しては改めてヒれが

検討を行わねばならない．

　次いでモルモヅトに於ては前記量のワクチン

が腹腔内に接種せられ，第4回後7日目に副腎

が探回せられて二分劃のフォルマリン生成物質

量が測定せられた．これを第VII表に示す．即

ちCW分二二のフォルマリン生成物質量は，

試獣No．7に点て，健常モルモットに於ける

第VH表 腸チフスワクチン腹腔内接種モルモットの副腎

に於けるChelnocorticoids其他測定値

モルモット

1番　　　書

体　　重
　（9）

副腎重量
　（9）

血中
　集
面面

フソ
畢生

ル成
マ物
リ質

m9／d1

　還

兀
　物
　質
mg／d1

0

H

CW
二二

：BW

分劃

Cw
分子

：Bw

分劃

対 照

No．1

470

0．24

1：0

1：0

10．64

1．36

8．43

0．91

21314
450

0．20

1：0

1：0

ユ2．98

1．63

450

0．21

1：0

1＝0

10．16

1．94

470

0．21

1：0

1：0

8．24

2．13

　　1　　1
10．89、12．08’7．05

　　1　1

1．69 2．08 ユ．95

516
460

0．21

1：0

1：0

9．01

1．62

8．91

1．95

450

0．20

1：0

1：0

9．06

1．84

10．58

1．69

腹　腔　内　接　種

718 9

350

0．19

1；0

1：200

40．01

3．44

11．26

1．41

370

0．20

1：0

1：100

410

0．23

1：0

1：200

36．06

3．27

7．25

2．29

36．09

3．60

13．42

1．02

・・い・

350

0．21

1：0

1：200

30．91

2．42

9．83

1．69

360

0．24

1：0

1：200

33．12

4．33

9．58

3．04

当該物質の卒均量に比し，＋299．3％，：No．8，

9に於て＋260。0％，No．10に於て＋208．5

％，NO．11に於て＋230．5％の成績であっ

て，その著増を来せるととは家兎に於ける成績

に相通することが出来た．但し此の場合に於け

る凝集価は家兎に於ける程には上昇を来さない

で，高々100～200倍凝集価を呈するに止まっ
た．

　BW分劃中の：FC量乃ちChe1’nocorticoids

量は，上記凝集価に於て，二野No．7は＋
96．5％，　No．8　は＝十86．896，　No．9　は．＋10

1．7％，No．　10　は　十38．2ρぢ，　No．　11　は　十14

7．4％の上昇率を示した．との成績はモルモッ

ト血漿に於けると同檬な傾向を示している．

　叉二分劃中の還元物質量は，第VII表に見る

ように，ワクチン接種の前後とも余り大差がな

く兎も角略ζ「定の値を示している．

　この成績より，ワクチン接種後，CW分罷申

の増：量を示したフヵルマリン生成物質が何等還

元作用を有するものに属しなかった～二とが分

る．ヒの点も先に血漿に於て得られた結果と全

く一致してV・る．
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総括並びに考案

　斯くして以上の成績に現われた最も顕著なる

所見は，腸チフスワクチン接種による凝集素の

増生に件って（但し家兎，モルモットでは夫々

凝集価の上昇に甲乙があるが），副腎中に於て

所謂CW分劃中のフォルマリン生成物質量が

例外なく大N（に増量し，やがてそれが血液中へ

の盗出としても認められる傾向を呈したことで

ある．一

　而うして水溶性副腎皮質ホルモンの殆んど全

量を保有する副腎：BW分劃中のフォルマリン生

成物質は，モルモットの場合に，ワクチン接種

後明かな増量を示したが，家兎の場合には，ワ

クチン接種の前後に何らの増減を見なかった．

一方血i漿でもCorticolds分野のフォルマリン生

成物質は，モルモットの場合に，ワクチン接種

後増量の傾向を示したが（但し無数も少なく確

実でない），家兎の場合には確かに増量したと

は認め難かった．

　由来本分劃中に認められる皮質ホルモンは教

室竹田25）が報告したように，その大牛が健常副

腎ではHydrocortisolle及びCortisoneに属す

るが，血液中へ放出せられる皮質ホルモンは

Hydrocortisoneに外ならなN（．

　果して以上の如くであるならば，宛もモルモ

ヅトに於てワクチン接種後副腎皮質活動の旺盛

なものがあり，家兎に於て然らざるものの如く

であるが，若しモルモットに於ける副腎内の

BW分賦中フォルマリン生成物質が，Cortlcoids

に属するとすれば，当然還元物質としてもその

増量を見なければならないのに，還元物質には

変動が明白に証せられなV・ので，家兎，モルモ

ット共に副腎，血液を通じ，皮質ホルモンの生

成，移動に大いなる変化が存したと言うことに

はならなV・ようである．

　ヒの～二とは先に紹介したような諸業績に於

て，ACTH乃至Cortisolle投与が抗体産生を

増進するとなす諸業績と甚だ矛盾するかの如く

であるが，後者の実験に於て投与せられる

ACTH乃至Cortisoneは一般に量的に過大に

失し，それ故に一時抗体の産生の促進を見るの

であって，軍に夫は斯る物質に抗体産生促進能

があるととを示すに止まり，正常には副腎皮質

活動がその正規の軌道をたべれば宜いと解して

読明出来ぬことはあるまV・．

　夫にしても所謂CW分割中のフォルマリン

生成物質増量は副腎・皮質機能の密接なる関与を

積極的に物語るものには相違なく，寧ろこの事

実ヒそより注目されるべきであると思うが，現

在は遺憾乍らその詳細を読明するととは未だ困

難であるので，僅かにその事実を示すに止め
る．

結

　著者は上記の如く腸チフスワクチン接種を行

って家兎並び：にモルモットを冤疫し，凝集素産

生を目標として，副腎並びに血漿中のフォルマ

リン生成コルチコイド，その他並びに還元物質

の測定を行い，次の結果を得た．

　エ）凝集価の上昇につれて，血漿に於けるク

ロロホルム・水抽出分一中のフォルマリン生成

物質量は概ね明らかな増量を示した．

　本増量は凝集価の低下に件って再び減量する

ようである．

論

　血漿に於けるベンゼン・水抽出分劃中のフォ

ルマリン生成コルチコイド量は，少く共家兎に

討ては増量しなかった．併しモルモットに於け

る増量傾向は樹検討を要する．

　2）然るに血漿に於ける還元物質量は，クロ

・ホルムワk抽出，ベンゼン・水抽出分劃共に，

凝集価の上昇に件う一定の変動を示さなかっ
た．

3）次V・で副腎に於ては，凝集価の上昇に・件

い，これ叉ク・・ホルム・水抽出分劃に於てフ
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オルマリン生成物質量の異常なる増加を認めた

ことは大体血i漿に於ける変動に一致し：た成績で

あったが，還元物質量としては増加がなかっ

た．

　4）副腎に於けるベンゼン・水抽出分劃中のフ

ォルマリン生成コルチコイド：量は，家兎に於て

増量が認められなかったが，モルモヅトでは明

らかな増量が認められた．

　但し此の場合の凝集価は，モルモヅトでは家

兎の場合のそれに比し甚だ低かった．

　猫以上モルモヅトに於て本分二三のフォルマ

リン生成コルチコイド量の増量が認められたに

拘わらす，還元物質量には変動がなかった．

　5）之を要するに，腸チフスワクチン接種に

よる凝集素上昇に際し，特に副腎皮質　（水溶

性）ホルモン分泌増進を来すが如き成績は更：に

得られす，血i漿副腎を通じ寧ろ水並びに脂溶性

分聖明所謂フォルマリン生成物質の大いなる変

動を来したととが甚だ注目せられる．
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